
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトコンテストに寄せられた皆さんの作品

を拝見して実感。日々の暮らしの中に溢れる

ほどの宝物がある。それに気づけないの

は、感じるアンテナが鈍くなっているからな

のだと…。ゴシゴシと磨かなきゃ（水） 

車車海老老海 のの天天麩麩羅羅  

浜松・浜名湖の歴史・文化に触れること

は、ロマンを感じるとともに、自らの生

き方を考えるよいきっかけにも。そして、

これからも私たちに多くの恩恵を与えて

くれることに感謝。（建） 

本
会
報
誌
企
画
「
浜
名
湖
ク
ラ
ブ
会
員
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
」
と
し
て
、
会
員
さ
ん
を
紹
介
を
し
ま
す
。
所

属
す
る
会
社
の
紹
介
、
歴
史
や
製
品
、
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
。
参
加
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
団
体
の
活
動

紹
介
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
な
ど
。
個
人
で
自
分

史
的
な
掲
載
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

浜名湖クラブ会員名簿 

正会員 法人・団体 

須山建設株式会社 

綜合警備保障株式会社 

日本ビニロン株式会社 

西日本電信電話株式会社 

浜松信用金庫 

フロイント産業株式会社 

株式会社ユーシン 

株式会社太平エンジニアリング 

株式会社浜名湖国際頭脳センター 

メディアミックス株式会社 

正会員 個人 

内田 重男  水島 加寿代  宮角 良介  徳山 博于  上田 芳伸 

鈴木 建也  中村 公之    内山 正子  高橋 秀樹  近藤 良夫 

堀田 孟 

賛助会員 個人 

和泉 潤 

荒木 伸幸 

中村 保 

小林 純一 

常吉 俊宏 

椙村 春彦 

立元 稔章 

中川 貞夫 

中野 寿弥栄 

浅沼 宏和 

藤田 明宏 

伊藤 道明 

鈴木 啓三 

佐口 征男 

桑追 仁志 

宮地 純夫 

柳原 一貴 

宇佐見 靖 

中西 敬宏 

高橋 孝子 

熊田 博仲 

木下 英洋 

古橋 一哲 

藤田 千恵子

内野 浩三 

久米 司郎 

山口 悦子 

村松 貴通 

池冨 蓉子 

岩井 久考 

下石 鐵夫 

古橋 武司 

小杉 邦雄 

伊藤 賢 

河島 清子 

前田 修 

佐藤 伊佐務 

竹内 義臣 

桑原 連吉 

石川 純 

岡田 剛 

関 伸一 

高山 守人 

守屋 憲一 

齋木 英夫 

小林 聡 

溝口 久 

中野 眞 

外山 晴一 

佐竹 玄吾 

金田 国久 

中山 千恵子 

濱田 耕作 

鈴木 卓司 

徳山 清子 
(家族会員) 

賛助会員 法人・団体 

中日新聞東海本社 

※住所、連絡先、担当者様などが変更となる場合は事務局までご連絡下さい。 

平成 25 年 2 月 28 日現在 順不同 敬称略

昨
年
、
湖
北
五
山
や
新
居
の
寺
院
を
観
る
機
会

に
、
ふ
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
寺
院
仏
閣
は
、
昔
の

賢
人
が
天
災
の
事
柄
と
対
応
を
後
生
へ
伝
え
る

記
録
媒
体
で
は
な
い
か
。 

３
．
１
１
か
ら
、
防
災
特
に
津
波
の
テ
ー
マ
が
頻

繁
に
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
皆
さ
ん
、
日
頃
の
準
備
は
さ
れ
て
い
ま
す

か
？ 

過
去
の
出
来
事
を
振
り
返
り
、
現
在
の
状
況
を

認
識
し
、
来
た
る
未
来
を
想
定
し
て
、
慌
て
ず
、

機
敏
に
行
動
で
き
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。 
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「
関
も
の
づ
く
り
研
究
所
」
代
表
の
関
伸
一
さ
ん

は
、
会
社
員
時
代
、
Ｉ
Ｔ
と
生
産
設
備
を
融
合
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
屋
台
」
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を

手
掛
け
、
注
目
を
集
め
た
人
物
。
現
在
は
独
立
し
、

「
関
も
の
づ
く
り
研
究
所
」
代
表
と
し
て
、
各
地
を

め
ぐ
り
、
企
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
講
演
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ま
ま
つ
未
来

会
議
副
理
事
長
と
し
て
、
浜
松
ジ
オ
ラ
マ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
運
営
に
も
携
わ
り
、
地
域
活
性
化
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
、
浜
名
湖
ク
ラ
ブ
会
員
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

の
コ
ー
ナ
ー
の
ト
ッ
プ
と
し
て
ご
登
場
頂
き
ま
し

た
。 

          

■
関
さ
ん
の
お
仕
事
は
？ 

２
８
年
間
も
の
づ
く
り
企
業
に
勤
務
し
た
経
験
を
活

か
し
、
２
０
１
０
年
３
月
に
「
関
も
の
づ
く
り
研
究

所
」
を
設
立
。「
明
る
く
楽
し
い
現
場
か
ら
は
必
ず
良

い
製
品
が
生
み
出
さ
れ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
お

客
様
の
現
場
改
善(

品
質
向
上
、
生
産
性
向
上)

を
お

手
伝
い
す
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
。「
も
の
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
、
も
の
づ
く
り
を
極
め
た
い
、

そ
し
て
浜
松
の
も
の
づ
く
り
を
元
気
に
し
た
い
」
と

い
う
想
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

■
関
さ
ん
に
と
っ
て
、「
も
の
づ
く
り
」
と
は
？ 

子
供
の
頃
は
、
プ
ラ
モ
デ
ル
作
り
が
大
好
き
。
と
き

に
は
接
着
剤
を
付
け
す
ぎ
て
溶
か
し
て
し
ま
っ
た
失

敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
失
敗
と
喜
び
を
味
わ

い
成
長
す
る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
に
興
味
を
膨
ら

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
は
ま
ま
つ
未
来
会
議
へ
参
加
し
、
浜
松
ジ
オ
ラ
マ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
の
も
、
今
の

子
供
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
未
来
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。 

 

■
地
元
浜
松
の
も
の
づ
く
り
の
現
状
を
ど
う
お
考
え

で
す
か
？ 

元
気
低
迷
の
要
因
を
考
え
て
み
る
と
、
一
つ
は
下
請

け
体
質
か
ら
脱
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
薄
い
こ
と
。

二
つ
目
に
世
代
交
代
が 

で
き
ず
、
若
手
に
移
行 

で
き
て
い
な
い
こ
と
。 

そ
し
て
三
つ
目
に
、
苦 

し
い
と
は
い
え
、
ま
だ 

お
金
に
余
裕
が
あ
り
、 

甘
え
て
い
る
現
状
が
あ 

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ 

賛助会員・個人会員 関伸一 氏 

う
か
。 

 

昨
年
、
学
生
が
自
分
た
ち
で
構
想
・
設
計
・
製
作

す
る
車
両
競
技
会
、「
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大

会
」
第
１
０
回
が
、
袋
井
の
エ
コ
パ
で
開
催
さ
れ
、

私
も
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
日
本
の
メ
ー

カ
ー
支
援
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
を
目
の
当
た

り
に
し
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
危
う
さ
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
生
た
ち
が
製
作
し

た
車
両
に
は
、
外
国
製
の
タ
イ
ヤ
ば
か
り
。
聞
く
と
、

「
国
産
タ
イ
ヤ
は
生
産
中
止
、
Ｅ
Ｖ
用
バ
ッ
テ
リ
ー
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
、
モ
ー
タ
ー
な
ど
も
、
技
術
漏
洩

を
恐
れ
て
、
日
本
企
業
か
ら
供
給
し
て
も
ら
え
な
い
」

と
い
う
の
で
す
。
一
方
、
外
国
メ
ー
カ
ー
は
、
様
々

な
部
品
を
安
く
供
給
し
た
り
、
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
使

い
方
指
導
を
無
償
で
行
っ
た
り
、
実
に
貢
献
し
て
い

る
の
で
す
。
未
来
の
も
の
づ
く
り
へ
の
た
め
に
、
本

当
の
支
援
を
考
え
た
い
も
の
で
す
ね
。 

 

☆☆☆本紙には、インタビューの抜粋を

ご紹介しました。関伸一さんの、趣味や

今後の夢などを含めたインタビュー全文

は、浜名湖クラブ HP でご覧頂けます。ぜ

ひお読みください。☆☆☆ 
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五
感
体
験
教
室 

「
浜
松
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ト
リ
ー
ト
」 

～
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
と
街
中
で
学
ん
で
楽
し
む
歩
き
方
～ 

 

１
月
２
９
日
（
火
）
に
五
感
体
験
教
室
「
浜
松
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
浜
松
駅
周
辺
に
は
、
科
学
館
、
楽
器
博
物
館
、
美
術
館
、
そ
し
て
ジ
オ
ラ
マ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
と
４
つ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
、
科
学
館
と
ジ
オ
ラ
マ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
、
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
巡
る
コ
ー
ス

と
し
て
、
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
科
学
館
は
、
携
帯
端
末
で
の
案
内
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
宇
宙

関
連
の
コ
ー
ナ
ー
の
展
示
が
さ
れ
、
最
新
の
展
示
で
は
、
ヤ
マ
ハ
㈱
の
響
き
の
変
わ
る
マ
イ

ク
と
ス
ピ
ー
カ
ー
の
シ
ス
テ
ム
等
々
、
様
々
な
展
示
が
あ
り
ま
す
。
昼
食
は
、
駅
南
の
「
う

な
炭
亭
」
へ
。
う
な
ぎ
は
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
の
で
、
お
子
さ
ん
と
行
く
時
は
、
浜
松
餃

子
か
な
？
ジ
オ
ラ
マ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
入
場
す
れ
ば
、
近
隣
の
お
店
の
サ
ー
ビ
ス
券
が
ゲ
ッ

ト
で
き
ま
す
。
午
後
は
、
ジ
オ
ラ
マ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
を
見
学
。
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
方
に
説
明

を
頂
き
な
が
ら
、
見
学
を
し
ま
し
た
。
ジ
オ
ラ
マ
が
、
そ
の
情
景
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
ど
う
や
っ
て
、
創
っ
た
の
か
、
非
常
に
興
味
が
あ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
見

学
の
仕
方
で
は
、
１
日
で
は
時
間
が
足
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
ま
に
は
、
街
中
を
歩

い
て
み
る
の
も
新
た
な
発
見
が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。 

五
感
体
験
教
室 

「
木
下
恵
介
の
世
界
を
知
る
」

～
昭
和
の
日
本
映
画
を
築
い
た 

浜
松
生
ま
れ
の
天
才
～ 

 ２
月
１
９
日
（
木
）
は
五
感
体
験
教
室
「
木

下
恵
介
の
世
界
を
知
る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

浜
松
市
中
区
栄
町
の
旧
銀
行
協
会
に
木
下
恵

介
記
念
館
が
あ
り
ま
す
。 

当
日
は
、
記
念
館
の
齋
藤
館
長
に
、
作
品
や

木
下
監
督
の
ご
説
明
を
頂
き
な
が
ら
、
館
内

を
見
学
し
、
作
品
に
触
れ
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
カ
ン
ヌ
映
画
祭
、
ベ
ル

リ
ン
映
画
祭
、
ベ
ネ
チ
ア
映
画
祭
で
、
木
下

監
督
の
作
品
が
上
映
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
現
在
で
も
な
お
世
界
か
ら
注
目
を
浴
び

て
い
る
よ
う
で
す
ね
！ 

 

受賞作品決定！展示会開催中！ 

最優秀賞 「ジャンプ」小松原清さん（浜松市）→ 

 

↓優秀賞 「｜ ｜｜｜」二橋和宏さん（湖西市） 
弁天島海水浴場ができたのは明治 22 年（1889 年）。当時は病

気療養のためだったが、東海道線舞阪駅が開業すると全国か

ら涼を求めて観光客がやってきた。大正 10 年（1921 年）に

は弁天島に 100ｍプールが建設され、全国競泳大会が開催さ

れた。昭和初期には家族での海水浴、児童・学生の水泳訓練

も盛んになり、戦前には既に観光ホテル、旅館が立ち並んだ。

戦後には浜名湖が県立公園に指定され、競艇場（昭和 28 年）

や県営水族館も開設（昭和 29－43 年）、潮干狩りの名所とし

て人気が高まった。 

五
感
体
験
教
室 

「
浜
名
湖
発
！ 

マ
リ
ン
事
業
」 

 

１
０
月
１
９
日
（
金
）
に
五
感
体
験
教
室

「
浜
名
湖
発
！
マ
リ
ン
事
業
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

今
年
は
７
月
に
た
き
や
漁
で
伝
統
の
漁
法

を
体
験
し
、
８
月
に
浜
名
湖
の
舟
運
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
浜
名
湖
で
の
レ
ジ
ャ
ー
や
漁

業
、
生
活
を
支
え
て
い
る
ボ
ー
ト
事
業
、

マ
リ
ン
事
業
に
つ
い
て
ヤ
マ
ハ
発
動
機
、

マ
リ
コ
ム
東
海
、
ヤ
マ
ハ
マ
リ
ー
ナ
浜
名

湖
の
ご
協
力
の
下
、
学
び
と
体
験
の
機
会

を
設
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

当
日
は
、
秋
晴
れ
で
、
マ
リ
ー
ナ
に
伺
う

に
は
絶
好
で
し
た
。 

マ
リ
ー
ナ
を
訪
れ
る
の
は
初
め
て
で
し
た

が
、
こ
の
ヤ
マ
ハ
マ
リ
ー
ナ
は
、
森
林
の

緑
と
浜
名
湖
の
青
が
、
一
緒
に
楽
し
め
る

場
所
で
す
。 

マ
リ
ー
ナ
内
の
会
議
室
で
、
マ
リ
ー
ナ
に

つ
い
て
、
ボ
ー
ト
事
業
・
産
業
に
つ
い
て
、

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
楽
し
み
方
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
今
は
、「S

e
a
S
ty

l
e

」

と
い
う
ヤ
マ
ハ
の
ク
ラ
ブ
に
入
会
す
る

と
、
全
国
各
地
で
、
ボ
ー
ト
を
購
入
せ
ず

に
、
色
々
な
ボ
ー
ト
を
レ
ン
タ
ル
し
、
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
、
現
在
数
多
く
の
人
が
そ
の
ク
ラ

ブ
の
会
員
に
な
り
、
自
分
で
ボ
ー
ト
を
所

有
し
す
る
時
代
か
ら
、
も
っ
と
手
軽
に
楽

し
め
る
時
代
に
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
。 

マリーナにて 船上から 船上から 
科学館にて 科学館にて 

船上から 

うな炭亭にて昼食 入谷蒲鉾店にて 

五
感
体
験
教
室 

「
奥
浜
名
湖
の
魅
力
再
発
見
！
」 

～
今
、
注
目
を
浴
び
る 

「
井
の
国
」
奥
浜
名
湖
～ 

 

１
１
月
２
３
日(

金)

に
、
五
感
体
験
教
室
「
奥
浜
名
湖
の
魅
力
再
発

見
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

奥
浜
名
湖
と
い
え
ば
、
最
近
よ
く
耳
に
す
る
の
が
湖
北
五
山
。
そ
の

内
の
初
山
宝
林
寺
、
大
福
寺
、
摩
訶
耶
寺
に
、
貸
切
バ
ス
を
使
っ
て
、

理
事
の
水
島
さ
ん
に
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
、
浜
名
湖
ク
ラ
ブ
で
作
成

し
た
コ
ー
ス
を
巡
り
ま
し
た
。
９
時
に
浜
松
駅
に
集
合
。
バ
ス
に
乗

り
、
ま
ず
は
初
山
宝
林
寺
へ
。
そ
の
後
、
新
東
名
を
使
っ
て
、
三
ヶ

日
へ
向
か
う
は
ず
が
、
三
ヶ
日J

C
T

が
大
渋
滞
の
為
、
高
速
を
使
わ

ず
に
、
三
ヶ
日
ま
で
。
せ
っ
か
く
で
し
た
の
で
、
浜
松S

A

で
休
憩

と
、
エ
リ
ア
内
を
見
学
・
お
土
産
購
入
。 

昼
食
は
、
三
ヶ
日
の
「
杜
の
ふ
う
」
さ
ん
へ
。
こ
ち
ら
は
、
５
月
の

総
会
の
時
に
、
お
酒
を
提
供
し
て
頂
い
た
「
な
つ
め
」
さ
ん
が
オ
ー

ナ
ー
を
務
め
る
お
店
。
酒
屋
と
レ
ス
ト
ラ
ン
と
パ
ン
屋
さ
ん
カ
フ
ェ

が
敷
地
内
に
あ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
少
し
隠
れ
家
的
な
場
所
に
あ
り

ま
し
た
。 

午
後
は
、
大
福
寺
、
摩
訶
耶
寺
へ
。
大
福
寺
で
は
、
名
物
大
福
納
豆

を
購
入
す
る
方
も
。
３
つ
の
お
寺
を
回
り
ま
し
た
が
、
国
の
重
要
文

化
財
が
数
多
く
あ
る
こ
と
を
、
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
三
ヶ
日
の
長
坂
養
蜂
場
と
入
河
屋
で
お
土
産
購
入
。
ど
ち

ら
の
お
店
も
、
お
客
さ
ん
が
沢
山
入
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、

入
河
屋
の
お
ス
ス
メ
は
、「
鳴
門
金
時
の
い
も
パ
イ
」「
か
り
ん
と
う

み
そ
ま
ん
」
と
の
こ
と
。
長
坂
養
蜂
場
の
お
ス
ス
メ
は
、
「
か
り
ん

は
ち
み
つ
漬
け
」「
し
ょ
う
が
は
ち
み
つ
漬
け
」
と
の
こ
と
。 

で
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
並
ん
だ
商
品
は
ど
れ
も
美

味
し
そ
う
で
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
、
奥
浜
名
湖
に
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
そ
う
で
す
が
、

第
１
回
目
の
旅
は
、
９
時-

１
６
時
コ
ー
ス
で
、
見
ご
た
え
の
あ
る

旅
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
一
度
試
し
て
み
て
下
さ
い
。 

五
感
体
験
教
室 

「
天
竜
浜
名
湖
線
、 

 
 
 
 

西
ル
ー
ト
を
巡
る
」 

 

１
２
月
１
０
日
（
月
）
は
五
感
体
験
教
室
「
天

竜
浜
名
湖
線
、
西
ル
ー
ト
を
巡
る
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

通
称
「
天
浜
線
」
で
皆
様
も
ご
存
知
だ
と
思
い

ま
す
が
、
な
か
な
か
乗
車
す
る
機
会
が
な
い
方

も
多
い
は
ず
。
今
回
は
、
天
浜
線
と
そ
の
沿
線

の
魅
力
を
体
感
す
る
企
画
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
コ
ー
ス
。 

 

新
所
原
駅
に
１
２
時
集
合
。 

 

車
内
で
昼
食
。
天
浜
線
弁
当
。 

 

作
久
米
駅
で
ユ
リ
カ
モ
メ
の
撮
影
。 

 

天
竜
二
俣
駅
下
車
。
転
車
台
の
見
学
。 

 

天
竜
二
俣
駅
乗
車
、
宮
口
駅
下
車
。 

徒
歩
で
花
の
舞
酒
造
さ
ん
へ
。 

 

酒
造
見
学
と
新
酒
の
試
飲
。 

 

宮
口
駅
乗
車
、
西
鹿
島
駅
下
車
。 

 

赤
電
へ
乗
り
継
ぎ
、
１
７
時
過
に
新
浜
松
駅
。 

  

今
回
で
約
半
日
の
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。 

 

宮
口
駅
か
ら
花
の
舞
酒
造
の
間
は
、
約
１
０-

１
５
分
程
度
の
徒
歩
と
な
り
ま
す
が
、
車
窓
か

ら
冬
の
風
景
、
各
駅
の
昭
和
の
雰
囲
気
を
十
分

に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
列
車
の
時
刻
を

考
え
な
が
ら
、
各
駅
の
周
辺
を
散
策
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
赤
電
と
天
浜
線
の
フ

リ
ー
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
上

手
く
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

次
回
は
、
天
竜
二
俣
駅
か
ら
東
側
の
ル
ー
ト
も

開
催
し
た
い
で
す
。 

弁天島温泉の開湯は 1960 年（昭和 35

年）。昭和初期に渡船が開通し発展し

た舘山寺温泉の開湯は 1958 年（昭和

33 年）。はままつフラワーパークの開

園は 1970 年（昭和 45 年）、浜松市動

物園が移転してきたのが 1983 年（昭

和 58 年）で、一大観光地となってい

った。 

ジオラマファクトリー ジオラマファクトリー 

館
内
見
学
中 

摩訶耶寺 大福寺 杜のふうでのランチ 初山宝林寺 

館
内
に
て 

全国各地から沢山の 

ご応募を頂き 

ありがとうございました。 

応募総数 ２４１点 

天浜線の駅弁 佐久米駅・車内からカモメを見る 味の木下・忘年会 宮口駅にて 

■展示会日程 

2/11(月) – 2/19(火)    浜松市市民協働センター 

2/19(火) – 3/1(金)    浜松信用金庫都田支店 

3/1(金) – 3/15(金)    浜松信用金庫伝馬町支店 

3/16(土) – 3/31(日)    奥浜名湖田園空間博物館 
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